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■ 入 試 情 報

願 書 提 出入 試 日 内 申 点 計 算 方 法合 格 発 表

■ 傾 向

教育のプロ
トライさん

■ 科 目 別 対 策

英 語 数 学 国 語 理 科 社 会

新潟

（9×5×3＝135満点）

3/8（火） 2/19（金）
～23（火）3/9（水）

学 力 検 査 ：

学校独自検査：
3/14（月）

9教科×5段階評価×3学年分

昨年度より入試制度が変更になり、学力検査の翌日に各学校で定められた「学校独自検査」が導入された。
内容は①筆答検査Ａ/Ｂ ②面接 ③ＰＲシート ④実技検査 ⑤課題作文となっている。
前回の筆答検査Ａ/Ｂは、いずれも学力検査より難易度の高い問題が出題され「応用力」や「思考力」が問われた。
また、学校独自検査は学校により配点も異なるため、前回の試験内容を確認し早い段階で準備をしておくことが必要となる。
学力検査に関しては、例年出題傾向に大きな変更はないので、基礎の定着と過去問研究が合格のカギを握る。

大問は4問で構成。例年、8
割以上得点する受験生が多く、
基礎的な問題が多く出題され
る。まずは英単語や文法、基
本⽂型の復習を重点的に⾏い、
習得しよう。その上で、条件
英作⽂の対策や⻑⽂読解で速
く正確に読める⼒を⾝につけ
ていきたい。英語で問われて
英語で答える問題もあるので、
５Ｗ１Ｈを意識して問題演習
を重ねよう。

大問は6問で構成。数学は問
題数が多く難易度が⾼いが、
制限時間は短い。そのため、
問題形式に慣れておき、速く
正確に解く⼒が求められる。
また、100点満点を狙うので
はなく、解けそうな問題から
解いて着実に得点しよう。特
に関数や図形、資料の活⽤な
どの単元は、難易度が⾼く出
題頻度が⾼いので、⼗分な対
策をして試験に臨みたい。

大問は4問で構成。記述問題
の字数が多いことが特徴。現
代文では、文章を正確に読み
取る⼒と、読み取った内容を
端的にまとめる⼒が必要にな
る。古文は歴史的仮名遣いや
古文の口語訳のほか、文章の
内容や登場人物の心情を記述
で答えるなど、より深い読解
⼒が求められる。例年漢字、
⽂法、語句が出題されるため、
確実な得点源にしておこう。

大問８問で構成。まずは基本
的な⽤語の整理をして、計算
問題や記述問題の対策に時間
をかけよう。計算問題につい
ては公式をそのまま適用すれ
ば解ける問題もあるが、複合
的な要素が絡み合った問題も
出題される。電流、⼒の規則
性は過去5年間毎年出題され
ているので、苦手な人はでき
るまで繰り返し演習しておく
ようにしよう。

大問は6問で構成。地理、歴史、
公⺠と中学での学習範囲がほ
ぼ偏りなく出題される。地理
では資料を読み取る⼒が試さ
れるが、パターンが決まって
いるので過去問演習を繰り返
し⾏おう。歴史は、特に近現
代史の分野で差がつきやすい。
基礎用語は暗記するだけでな
く、時代背景や前後関係を掴
み、記述や統計資料読み取り
問題の対策をしておこう。


